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 女性のためのデジタルスキルアップセミナー

令和７年度

基礎編

リスキリングで広がる可能性！
デジタル＆キャリア⼊⾨

コムズ４階・視聴覚室場所

　第１回基礎編では、社会背景を踏まえ、これからの時代に必須となるリスキリングの重要性を学びま
した。ChatGPTを活用して生成AIに触れたり、ライフキャリアを考えるワークシートを使って自身の現
状を確認したりしながら、他の参加者と意見交換を深め、交流を図りました。

⼀般社団法⼈
愛媛デジタル女子プロジェクト
代表理事

飯野 めぐみ

講 師

報告

さん

 (⽊)

VUCA時代とは、
変動性（Volatility）
不確実性（Uncertainty）
複雑性（Complexity）
曖昧性（Ambiguity）

の頭文字からとった言葉で、テクノロジーの急速な変化など
で、将来の予測が困難な時代を指します。
このような現代社会に対応していくためにもリスキリング(学
び直し)が必要になってきます。

現代は、VUCA時代

　男性の育休の普及など変化はありますが、女性の方が結
婚・妊娠・育児・介護などの人生の節目でキャリアが止まる
ことが多いです。また、家事や育児に費やす時間も女性の方
が多くなっています。
　平均年収の格差や非正規社員の割合からも、女性活躍とい
う面では今もなお男性との格差があります。

⼥性が直⾯する課題



参 加 者 の 感 想

今の自分のキャリア、これからのキャリア形成を考えるためのいいキッカケとなりました。

リスキリングは今年から始めているが、目標が見えなくて悩んでいた。YouTubeを見た
り、オススメの資格を調べたりして、目標を明確にしようと思いました。

30代
女性

40代
女性

生成AIを使ってみたいと思えた。最新の情報が得られ、また、ITの中でも何が学んでみたい
と気づきがあった。

いつからでも何歳からでも学び直せるというメッセージに勇気をもらったので、自分の興味
のあるところからはじめてみようと思いました。

デジタルスキルの必要性が理解できた。自分のキャリアを前向きにとらえることができた。

生成AIの体験ができて良かったです。調べれば自分でも出来る事かもしれないけれど、いざ
やるとなると先のばしにして、"今"することはなかったかもしれない。

自分の今の環境にかなりモヤモヤとドキドキがあったのですが、"ライフキャリア"という考
え方で自分の生き方に自信が出てきました。

50代
女性

最 後 に
　未来はいつからでも書き換えることができます。地方にいても、年齢を重ね
ても、新しいスキルを習得することができます。それが自分の血となり、肉と
なり、自分を輝かせてくれます。
　一歩踏み出せば世界は変わってくるので、頑張って未来を切り開いていきま
しょう。

⽣成AIについて
　企業モデルやパッケージを生成AIで作成するなど、企業でも積極的に生成AIを
用いるところが増えています。
個人でも旅行プランなどを考えてもらえるので、普段使いにも便利です。
　しかし、生成AIはハルシネーション(もっともらしい嘘)をすることがあるの
で、そのまま回答を受け取るのではなく、自分で確認していくことが大切です。

　今回は、ChatGPTを利用してみました。
利用する際はAIへの指示文である「プロンプト」をしっかり書いておくことで的
確な返答を引き出しやすくなります。

具体的に指示する　
AIの役割を指定する
指示文を複数回に分ける
出力形式を指示する

左記の工夫をすることで、より使いこなせるようになります。
例題として、「誕生日プレゼント」をChatGPTに考えてもらいました。
参加者のみなさんもそれぞれ使いこなしていたようです。

　「ライフキャリア」というキーワードから、キャリアは仕事だけではないという考え方を受け、自分
らしいライフキャリアを築くポイントを学び意識を高めました。

⼈ ⽣ 1 0 0 年 時 代 の 働 き ⽅



　テンプレートや素材が充実しているため、ノンデザイナー
でも直感的にデザインができるツールで、SNS発信や印刷物
を簡単に作成することができます。
　無料プランと有料プランがあり、無料プランの場合は使用
できる素材に限りがあります。また、基本的に商用利用をす
ることが可能です。共同編集ができるので、同じ場所にいな
くても同じ資料の作成をすることができます。

６/５ 
10:00〜11:30

ステップアップ編

Canvaで簡単ステップアップ！
画像制作スキルを⾝につけよう

コムズ４階・視聴覚室場所

 (⽊)

　第２回目のステップアップ編では、引き続き講師に飯野 めぐみさんをお迎えし、ノンデザイナーでも
デザインができる「Canva」を使ってInstagram用の画像を作成したり、クライアントワークでは、⼀
般社団法⼈ 愛媛デジタル女子プロジェクトからの依頼という設定で、それぞれ自由に依頼内容に基づい
た宣伝用画像を作成したりしました。最後に出来上がったものを参加者同士で見比べて、同じ依頼内容
でも違ったテイストのものができることを楽しんでいたようです。

Canvaとは？

　今回の講座では、実際に２つ各自で作品を作りました。
人間はモノを見る時、まず無意識に色、次にテキストを見る
ようになっているのでそのあたりも考えながら構成していく
とよいでしょう。

【作成のポイント】

１枚で１メッセージにする
１枚のデザインに要素を詰め込み過ぎない
たくさん色を使うのではなく、２・３色でまとめる
誰に伝えたいのか、何を伝えたいのかを考えた上で、イ
メージにあった色やフォントを使う

　（企業ブランドがある場合は、それに見合う色味を使うと
　　統一感が出る）

実際に作ってみよう



参 加 者 の 感 想

Canvaに触れる機会が今までなかったので、大変勉強になりました！

仕事で使わない機能を知ることができ、他の人のデザインを見られて勉強になった。

Canvaは独学だったので、改めて知ることもあり、よかったです。

30代
女性

40代
女性

Canvaという言葉を聞いたことがありましたが触れることがありませんでした。経験してみ
ると、私にも出来る～！と感動しました。もっと早く知っていればよかったと思ったくらい
です。

Canvaの使い方が分かって良かったです。グループワークが楽しかったです。

初心者でも分かりやすく、参加しやすかったです。

Canvaを初めて触ってみて楽しかったです。みんなの作成したものを見て、同じ内容でもい
ろんなチラシになって見るのが楽しかったです。

とっても勉強になりました。もっといろいろ勉強して、Canvaを使えるようになりたいで
す。楽しかったです。

Canvaは使ったことはあったが、改めて知れたこともあり、また他の方との交流などもあっ
てよかった。

50代
女性

　クライアントワーク
では、宣伝用画像を依
頼されたという設定
で、日時・ターゲッ
ト・目的などが知らさ
れ、それを基に各自で
画像の作成に挑戦しま
した。
　Canvaを使ったこと
がある方もない方も、
それぞれ作品が仕上が
りました。

　クライアントワーク
で作成した作品は、最
後にギャラリーウォー
クをしてお互いに見て
回りました。
　同じ依頼内容でも十
人十色の仕上がりとな
り、おしゃべりをしな
がら和やかな時間が過
ぎました。


